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　－第36号の主な内容－

１．県指定史跡水軒堤防

　　発掘調査概要報告

２．『地宝のひびき－和歌山県内

　　　文化財調査報告会－』

　　 ・報告内容と報告者の顔

    ・アンケート集計など

　　　
写真６　水軒堤防石堤南端部（南西から）

！！

写真１ 布積み部分

写真２ 精緻な切り込みはぎ部

写真３ 背面緑泥片岩石堤(H17調査)

写真４ 土盛南東コーナー部石積み
      （東から）

写真５ 割り石出土状況

　
今
回
は
、
今
年
三
月
に
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
県
指
定
史
跡
水
軒
堤
防
の
調
査
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
水
軒
堤
防
は
、
和
歌
山
市
西
浜
に
所
在

す
る
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
防
潮
・
防
波

堤
防
で
、
平
成
17
年
度
の
道
路
改
良
工
事

に
伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
、
高
い
技
術
で

築
造
さ
れ
た
石
積
堤
防
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た(

風
車
第
13
号
）
。

　
今
年
三
月
に
は
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
水
軒
堤
防
の
範
囲
と
内
容
を
確
認
す
る

た
め
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
当
セ
ン
タ
ー
が
お
こ
な
っ
た
発
掘
調

査
部
分
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

調
査
概
要

・
調
査
地
点

　
水
軒
堤
防
は
昭
和
の
は
じ
め
ま
で
そ
の

一
部
が
露
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め

昭
和
二
年
に
書
か
れ
た
「
雑
賀
村
誌
」
や

地
元
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
、
石
堤
の

南
端
部
と
さ
れ
る
部
分
を
調
査
地
点
と
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
想
定
ど
お
り
南
端

部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
堤
防
の
構
造

　
平
成
17
年
度
の
調
査
で
も
一
部
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
く
は
海
側

の
石
堤
部
分
と
そ
の
背
後
の
土
盛
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
堤
部
分
　
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
く

受
け
る
前
面
の
石
積
み
は
和
泉
砂
岩
製
で
、

布
積
み
（
横
方
向
の
目
地
が
一
直
線
に
並

ぶ
よ
う
な
積
み
方
・
写
真
１
）
、
切
り
込

み
は
ぎ
（
石
材
間
の
隙
間
が
な
い
よ
う
に

石
を
加
工
し
た
積
み
方
・
写
真
２
）
と
い
っ

た
技
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

土
盛
で
覆
わ
れ
る
石
堤
背
面
は
緑
泥
片
岩
（
一

部
和
泉
砂
岩
）
の
石
積
み
（
写
真
３
）
が

用
い
ら
れ
、
表
と
裏
で
明
確
に
使
い
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
南
端
部
南
面
で
は
ち
ょ

う
ど
中
央
付
近
で
和
泉
砂
岩
と
緑
泥
片
岩

の
境
界
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
写
真
６
）
。

　
ま
た
、
南
西
コ
ー
ナ
ー
部
分
の
石
積
み
は
、

丸
み
を
持
た
せ
て
特
に
精
緻
な
切
り
込
み

は
ぎ
に
よ
り
積
ま
れ
て
お
り
、
他
の
部
分

と
や
や
技
術
的
に
異
な
る
こ
と
か
ら
改
修

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
（
写
真
２
）
。

　
土
盛
部
分
　
二
箇
所
に
つ
い
て
部
分
的

に
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
平
成
17
年
度
の

調
査
成
果
と
同
様
に
黄
橙
色
土
で
上
面
を

突
き
固
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
直
下
は
細
砂
と
な
り
ま
す
が
、
0.5
～

１
ｍ
下
に
も
黄
橙
色
の
土
が
あ
り
、
そ
の

上
面
に
は
石
材
を
加
工
し
た
際
に
出
た
と

思
わ
れ
る
和
泉
砂
岩
の
割
り
石
が
詰
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

　
こ
の
土
盛
の
南
面
は
、
石
堤
南
側
面
と
揃

う
よ
う
に
緑
泥
片
岩
で
石
積
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
補
足
調
査
で
は
、
こ
の
石
積
み
は

南
東
の
コ
ー
ナ
ー
部
で
カ
ー
ブ
を
描
い
て
背

面
（
東
側
面
）
に
続
い
て
お
り
、
東
に
進
む

に
つ
れ
粗
雑
に
な
る
こ
と
が
観
察
で
き
ま
し

た
（
写
真
４
）
。
　

　
基
底
部
分
　
南
側
面
の
一
部
を
石
堤
底
ま

で
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
緑
泥
片
岩
の
割
り

石
を
敷
き
そ
の
上
に
石
堤
を
築
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
堤
の
南
側
に
は
、
基
底
部
の
高

さ
で
石
を
敷
き
詰
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
西
半
部
は
敷
石
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
石
堤
の
土
台
と
な
る
土

を
波
に
よ
る
侵
食
か
ら
守
る
た
め
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
（
写
真
６
下
）
。

・
堤
防
の
規
模

　
平
成
17
年
度
の
調
査
成
果
と
あ
わ
せ
て
水

軒
堤
防
の
お
お
よ
そ
の
規
模
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
調
査
部
分
で
高
さ
約
4.2
ｍ
、
上
端

幅
8
～
9
ｍ
（
こ
の
う
ち
石
堤
上
端
幅
約
3.5

ｍ
）
、
石
堤
西
側
面
（
海
側
）
傾
斜
角
約
40

度
、
石
堤
東
側
面
傾
斜
角
53
度
（
Ｈ
17
調
査
）
、

南
側
面
傾
斜
角
約
50
度
で
す
。
こ
の
堤
防
の

長
さ
は
文
献
や
聞
き
取
り
調
査
か
ら
の
推
定

と
な
り
ま
す
が
、
１
km
あ
ま
り
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
（
調
査
は
未
実
施
で
す
が
、
こ
の

南
北
に
は
さ
ら
に
裏
堤
が
続
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
）
。

・
築
造
年
代

　
出
土
遺
物
が
な
く
、
築
造
年
代
は
確
定
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
石

積
の
技
法
、
石
を
切
り
出
す
と
き
に
つ
け
ら

れ
た
矢
穴
痕
の
形
状
か
ら
考
え
て
18
世
紀
代

の
築
造
の
可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
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能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
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